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Abstract

　Iceland　is　an　island　in　the　North　Atlantic　Ocean　and　its　closest　neighbour　is

Greenland，200　miles　to　the　west．　The　island　is　placed　between　Europe（the　Old

World）and　America（the　New　World）．　This　fact　is　symbolic　for　the　ways　in

which　Iceland　thinks　as　a　counry．　Prof．　Sigr丘n　Klara　Hannesd6　ttir　does　such　a

analysis．

　The　country　is　inhabited　by　a　very　homogenious　group　of　people，　united　in

having　a　common　cluture　ba6kground　and　a　language　not　spoken　anywhere　else　in

the　world．　It　is　of　interest　to　explain　how　a　country　with　such　a　small　population

tries　to　cope　with　the　information　society．

　How　can　people　be　trained　for　work　in　the　information　society　in　the　country

where　the　information　flow　will　obviously　be　only　to　be　small　extend　in　the

mother　tongue？This　paper’s　aim　is　to　explain　the　developmemt　and　organisation

of　library　education　in　Iceland　to　compare　it　with　a　Nordic　library　education．
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　2001年8月11日，スウェーデンのアーランダ

空港からわずか3時間の飛行後，アイスランド

のレイキャビック空港に到着した。今回私がア

イスランドを訪れたのは，これまで北欧諸国の

図書館教育を言及してきたが，北欧諸国の一っ

であるアイスランドを除いてきたことが以前か

らずっと気になっていたからである1）・2）・3）。着

陸間際の飛行機の窓から見る下界の風景は想像

を絶していた。そこはまるで月面のように見渡

すかぎり茶褐色の岩石の平原だった。木一本生

えていない。周辺に人家は見えない。わずかな

緑は苔だと後で分かった。この小さい島国がど

うしてインターネット普及率世界第4位4）にな

り得たのか。このどこの国とも違う下界の光景

の最初の強烈な印象と後から後から沸き上がる

興味がわずかな逗留の間ずっとついて回り，多

くの疑問を投げ掛け続けた。

　アイスランドは北大西洋に浮かぶ人口わずか

29万人の小さな島国である。隣国は200マイル

先のグリーンランドである5）。日本ではアイス

ランドのことを知る人は少ない。旅行ガイドブッ

クにも載っていないことが多い。国土の真ん中

に地球の割れ目が走り，今も両側に約1センチ

ずつ移動している。この感動はその場に立って

実際にそれを目撃しなければ分からない。それ

はユーラシアプレートとアメリカプレートに同

時に足を掛けていることを意味する。実際，車

で移動すると大陸のプレート移動説が現実のも

のとして迫ってくる。日本に輸出されている豊

富な海産物，哀愁に満ちたサガやエッダ，火山

の国らしく数多くの間欠泉にブルーダグーンを

代表例とする多くの温泉。国旗に象徴される通

り青い空と白い雪の交差する接点に赤い火山帯

が走る。

　アイスランドの教育を語るとき，この島がヨー

ロッパ（古い世界）とアメリカ（新しい世界）

の丁度中央にあるということが重要だとアイス

ランド大学のAuδur　Hauksd6　ttir教授は話し

てくれた6）。そこでまず図書館教育について論

ずる前に，この国の歴史的・文化的背景を簡単

に説明しておくほうがこの国の教育システムを

知る上で有効かもしれない7）。

1．アイスランドの歴史的・文化的背景

　アイスランドは東西からの新しい発想を常に

柔軟に取り込み，対応し，発展してきた国だと

　　　　　　　　　　　ノ国際交流センター所長のUlfar　Bragason教授

はいう8）。この国は他の北欧諸国とは異なる独

特の歴史と言語を持っ。国民の多くは同族の人々

から構成され，共通の文化的背景が強い絆となっ

ており，世界のどこも話さない独特の言語を話

す9）。これがグローバル社会，情報社会の大き

な波にどう対応していくのか，興味は尽きない。

　この国の歴史は1000ADから始まり，その後

のノルウェー，デンマークによる植民地時代も

含めて“Book　of　Settlement”に詳細に記録

されている9）。このように一国の歴史が起源か

ら今日まで完全な形で記録され，残っていると

いうことは世界でも極めて珍しい。アイスラン

ド語は“lceland　Saga”と呼ばれ，ここで使わ

れている語が今もそのまま使われている。もう

一っ，この国を語るとき決まって挙げられるの

は世界最古のの現代議会アルシンギの発祥地だ

ということである（930AD）9）。議会が開かれ

たピングスヴェイルには今でも一年に一度全国

から国民が集まり，1000年前を偲び，独立を祝

うという。その岩だらけの場所に立っと，なぜ

この荒涼とした地に人々が集まったのか不思議

な気がする。その後ノルウェーとデンマークに

支配され，デンマーク語の使用が支配階級で義

務づけられたが，一般国民はこれに強く反発し，

自国語を使い続けたという6）。1944年6月17日

デンマークからの独立を勝ち取り，それを機に

国全体が大きく変わっていく9）。

　人口はわずか29万人しかいないが決して大国

に負けない豊かな文化があると彼らは胸を張

る6）。人口密度は1平方キロメートルに2～3

人。しかし経済は常に高度成長国の一っ。平均

所得も高く暮らしも豊か。天然資源は乏しいが，

島の回りには豊富な海産物が捕れ，島中に豊富

一18一



アイスランドの図書館教育

な熱水と冷水が沸き出し，電力として利用され

る9）。小さい島に住んでいても世界のどの大国

の生活水準にも引けをとらないと彼らは信じて

いる6）。しかしこの高い水準に達するために支

払った努力はおそらく並大抵のものではなかっ

たろう。アイスランドの古いフォークソングの

中には乏しい資源を守り，互いに協力しあう大

切さと厳しい生活の模様が歌われている。島を

取り囲む海は富みをもたらすとともに，人々を

脅かす存在である（ISLANDSKLUKKUR）1°）。

2．アイスランドの教育システム

　アイスランドの初等・中等教育の教育はすべ

て母国語で行われる。これは世界の他のどこの

国とも情報を交換し合う手段が全く無いことを

意味する8）。それを避けるために中学校の補助

教材として外国語が採用される。しかし，大学

では母国語だけでは教育そのものが成り立たな

いため外国語が多用される。図書館には実に豊

富な言語の書籍が並んでいる。しかし，入手し

た大学講義要項では母国語が圧倒的に多い11）。

マーケットも小さいし，翻訳書の数にも限界が

あるとHauksd6ttir教授は指摘する6）。しかし

一人当たりの出版点数は極めて高く，読書量も

多い。彼女の話ではアイスランド人はよく次の

ような質問をするという。「これはどんな役に

立っ？」，「これは何に使える？」，「何がわれわ

れにとって使えない？」。彼らは外から入って

くる多くの情報を無批判に受け入れ，家に持っ

て帰り，いろいろ工夫して，より良いものを作

り出す。彼女の娘のKristjana（現在一橋大学

院の国費留学生）はその巧妙さが日本人と良く

似ているという。桜と富士山の好きなこの母娘

は大変な親日家である。ここには島国にありが

ちな孤立感・閉塞感が全くない。むしろその逆

で東西の最高のものを倉欲に取り込む姿勢がア

イスランドの根幹になって今の発展を支えてい

るのだろう。この精神を培う風土が北欧諸国に

あって，むしろアメリカに近い感じを旅行者に

与えているのかもしれない。しかし人口が少な

い上に，首都レイキャビックとその周辺に人口

の2分の1が集中しているという現状は，それ

故の問題を多く生み出している。創意工夫がな

ければ教育システムそのものが危うい。次に紹

介する図書館員のための教育にもこの精神と工

夫が至る所に生かされている。それは世界の最

高レベルの図書館学教育と比較しても決して見

劣りしない優れた大学教育システムである12）。

3．アイスランドの高等教育

　この国の高等教育と専門員訓練は19世紀中頃

まですべて国外で行われた。主にデンマークの

コペンハーゲン大学。国立図書館が1818年創立。

1847年に初めての専門教育が開校。まず技術

（1847年），医学（1876年），法学（1908年）の大

学が作られた。1911年にこの3校が合併し，ア

イスランド大学になり，哲学学部と芸術学部が

加わった。1940年に独自の校舎が出来，1941年

に大学図書館が開館し，44年に工学部，69年に

歯学部，76年に社会科学部が授業を開始した。

卒業学位はB．A．レベルで，在学年数は3～

4年。さらに上を目指す者は島を出て世界中の

大学に留学しだ3）。しかし必ず島に戻り国の発

展に寄与してきたという。帰国しても就職機会

が少ないにも拘らず，彼らが島に戻るのは自国へ

の強いアイデンティティのせいだとHauksd6ttir

教授は言う6）。

　アイスランド大学は国で唯一の総合大学で，

現在5～6000人の学生が学んでいる。その他の

教育機関として，教員専門学校，農業専門校，

Akureyri大学などがあるが，数は少ない。

4．図書館教育

　アイスランドの図書館員教育・訓練はアイス

ランド大学でのみ行われる。所属は社会科学部。

この学部には図書館情報学の他に政治学，心理

学，社会学，文化人類学などが含まれている11）。

第一号専門図書館員はデンマークで司書訓練を

受けたSigurgeir　Fridrikssonであった14）。彼は
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帰国後，レイキャビック公立図書館の初代館長

となり，デンマーク方式を取り入れた。分類法も

デューイ十進分類法をアイスランドに合うように

改良して使った。彼がこの分類法を母国に持ち

　　　　　　　　　　　　　　　　ノ込んだ頃，もう一人の図書館員，Jon　Olafsson

はシカゴのNewberry　Libraryで図書館員とし

て働いていた。彼は1899年に帰国し，国立図書

館の目録作成に携わり，アメリカ方式を導入し

た14）。しかし大学図書館と公立図書館との間に

は明確な区別があったためにその後の電算化の

ような共同作業の弊害になり，図書館システム

の自動化の遅れの原因になったと大学図書館内

を案内してくれた図書館員は指摘した。アイス

ランド大学で図書館教育が正式に始まったのは

1956年からである12）。大学図書館員であったDr．

Bjorn　Sigfussonが教授に昇格され，多くの図

書館員の励みとなった。当時の図書館教育の主

な目的は国立図書館と大学図書館の職員を養成

することであった。この様な機関で働く図書館

員がアイスランドの知識を持っていることが論

理的に必要であると考えられた。そのため学生

の希望によって講義の内容は異なっていた。強

調は分類，目録，書誌古文書読みと実習であっ

た。実習は大学の図書館で数週間行われた13）。

　図書館学の講座はもともと哲学学部の教員が

兼任で教えていた。それがやっと1964年に初め

て独立した学科になった。しかし，主専攻で図

書館学を卒業した女子学生がやっと一人誕生す

る程度で主専攻で図書館学を選ぶ学生は非常に

少なかった。

　図書館学教育の最初の見直し改革が1960～

1970年に行われ，内容も大きく変わった。アイ

スランド大学で図書館学を学び，国外に留学し

ていた学生が学位を持って戻ってきたからである。

1973年にはthe　Association　of　Professional

Librarianが創設され，アイスランドの図書館

教育の改革が始まった。そのために，2人の外

国人専門家がわざわざロンドンとデンバーから

招聰され，1975年，初代の専任助教授が任命さ

れた。これが現在アイスランド大学の図書館情

報学科主任教授，Sigr6n　Klara　Hannesd6　ttir

女史である。また，USAの図書館で働いてい

る本国出身の図書館員からも広く改革案を求め，

アイスランドの図書館教育の将来のマッピング

が徐々に出来上がっていった。しかし，改革案

は提起されたが，講義内容の主導権は依然とし

て大学図書館が握っていた。

　1979年に社会科学部が新設されたのを機に，

哲学学部から心理学，教育学，図書館学が社会

科学部に移った。社会科学部には既に社会学，

政治学，文化人類学があった12）。

　図書館学は哲学学部に留まるべきか，それと

も新設学部に移るべきかを巡って委員会が作ら

れ，検討が重ねられた。この時の委員会の構成

員は学生局の選んだ3人の学生，教員3人（2

人は専任，一人は非常勤）であった。この委員

会では現在行われている講義の適切さ，単位の

互換性，廃止すべき科目などの問題点が議論さ

れ，その最終案が教授会に提出され，審議され

た13）。

　これと平行して，社会科学部の新設計画時点

で，アイスランドの図書館で働くすべての図書

館員に対して彼らの意見を聞くための実態調査

が行われた。

　こうした一連の作業は北欧諸国では決して珍

しいものではない。これはレスミ制度と呼ばれ，

意見調達・合意形成技法として広く知られてい

る’5）。委員会は付託された案件にっいて論点を

調査・審議して，最終報告書を纏め，本会議に

送付する。その活動は詳細かっ徹底的であると

いう。この制度はその案件に関係するあらゆる

利益団体，行政機関を対象に施行されるのが普

通であるが，アイスランドはこれを教育機関に

も適用している好例といえよう。こんな一っの

学科の方向を決める決議にも小さい国ならでは

の創意工夫がなされ，国民参加型の民主主義精

神が生かされている。

　図書館学は今のまま，哲学学部に残るべきか，

それとも新しくできる予定の社会科学部に移る

べきかの調査の結果，図書館学は歴史や哲学よ
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りも社会科学に近い学問であるから新設学部に

移るべきだという結論に達した。また，心理学

や教育学は図書館学により近い学問領域であり，

同じ学部にいることによって互いに良い影響を

与え合うというメリットがある。この決定はそ

の後の図書館学講義内容に大きな影響を及ぼし

ていく。現在，社会科学部はアイスランド大学

の学部の中でも最大学部である。それに伴って

図書館情報学科も大きく発展していったll）。

　当時の大きな変化は図書館学教育が新しい時

代に入ったことを反映している。教員数も増加

し，幾っかの新設講座も加わった。図書館自動

化のコースのために外国から客員教授が招かれ，

指導に当たった。また，社会科学部の一学科で

ある管理・運営学科と連携して大学図書館サー

ビスが行われた。こうして，図書館情報学が一

っのアカデミックな学問として承認され，専任

教授が授業の指導権を持っことができるように

なった。

子学生は約10％程度。卒業後の就職率は極めて

高い。彼らのほとんどが卒業時には既に図書館

への就職が決定している。専門図書館員が現在

300人働いているが全員ここの学科の卒業生で

ある16）。また，修士，博士の学位を取得するた

あに国外に出る者もいる。しかし，現在図書館

学のPh．　Dを持っている者は国内に1人しかい

ない13）。

　1984年，主専攻で図書館学を修了した学生を

専門図書館員として国が認定した。これによっ

て卒業生の就職機会はさらに拡大した16）。

　現在の図書館情報学科の専任スタッフは4人。

2人の教授，Dr．　Sigrbn　Klara　Hannesd6　ttir

とDr．　Anne　Clydeと2人の助教授，それに数

名の非常勤講師がいる。教員資格として最低修

士号までが必要であるが，アイスランドには図

書館学の大学院がないために外国で学位を取っ

た人たちである。主に米国，英国，オーストラ

リア，カナダ，ハンガリー。

5．アイスランドの研究環境

　1985年the　Social　Science　Institute（SSI，

Felogsvinindastofnun）が社会科学部で活動を

開始し，1986年にthe　Library　Information

Research　CentreがSSIの一っの機関として

創設された。これを記念して2っの書誌が刊行

された。一っはアイスランドの老人学，もう一

つはアイスランドの切手収集と郵便史であった。

しかし，その後は資金不足のためセンターは名

ばかりのものになった13）。

　アイスランド大学への入学資格はセカンダリー・

スクールからの推薦状と入学試験である12）。大

学への入学学生の年齢は14年制（初中高校）を

卒業した19～20才で，大学側は医学，歯学，生

理学，ジャーナリズム以外の分野は全員受け入

れる義務があった。

　図書館情報学科の志願者数はここ15年間，25

人～30人でほぼ一定している。創設された1964

年は一人，65年，66年0人の時もあった。卒業

生の数は10～15人。学生のほとんどが女性。男

6．図書館情報学科のプログラム

　図書館情報学科の講義の主眼はすべての図書

館タイプに対応できる共通の業務を教えること

にある。コア・コースはthe　Study　Committee

が決定する。開講年によって多少の違いはある

が，基礎科目はほとんど変わらない。コア・コー

スの数は受講する学生がどのレベルを選ぶかに

よって異なる。主専攻なら90単位（一単位は一

週間1回の前期出席時間で計算），副専攻なら

30単位。基礎科目は全学共通科目。これをすべ

て履修し終わった者だけが専門コースに進める。

一週間に受講できる授業数は学部によって異な

るが，学科ごとに上限が決まっている。図書館

情報学科の場合3年で卒業するためには一週間

で15時間以上を取らなければならない。その上

多くの課題が課せられる。そのため，すべての

科目を3年以内に履修し終わることはかなり難

しい。専門図書館員の資格を取りたい場合は60

～90単位を取らなければならない。さらに司書

教員の免許（diploma）を取りたい場合は図書
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館学課程修了後一年間の副科目を取らなければ

ならない。これを受講できるのは既に教員資格

を持っている学生に限る。B．　A．学位は3年

で授与される13）。図書館情報学科が提供してい

るコース数は40科目である11）。

　学生が一年間で受講できる授業出席の上限は

選択コースによっても異なる。図書館学の場合

は週15時間取れるけれども，実際は1科目を完

壁に修了するには相当量の努力が求められる13）。

指定図書の課題も多く，大変だというのが学生

からよく聞く苦情である。

7．図書館学講座の見直し（1990年代）

　1993年，アイスランド大学の図書館学科が図

書館学講座の見直しを迫られたのは国際変化の

波が押し寄せ，従来の講義内容では時代の要請

に対応できないと判断したからであっt　i6）。特

に次の2点が議論の対象となった。（1）コース

間に重複している部分はないか，（2）講義内容

にもっと理論を導入する必要はないか。この講

座見直しの当面の目的は（a）次の2～5年間の

図書館学の方向性を示す政策を作ること，（b）

各年ごとの学習目標を確立すること，（c）この

目標に沿って授業内容を決定すること，（d）理

論と実践の適切なバランスを確立し，これらの

当面の目標に適合するコースを開発すること13）。

　この再編成のための委員会が設置され，この

4っの目標を達成するための勧告が議論された。

3人の委員（1人は図書館学教授，1人は専門

図書館員協会からの代表，1人は学生代表）が

まず自分の属する大学，協会，学生自治会のメ

ンバーと議論し，そこで決まった案を委員会に

提案する。このとき共通して最も関心を集めた

議論は「すべての図書館員にとって特に重要な

能力は何か」であっだ6）。

　1994年早々に社会科学部教授会は図書館学科

から提出された新プログラムを承認した。この

再編成によって在学生が不利にならないように，

個人的にカンセラーが行われ，全員無事卒業で

きるように努めだ6）。

　新しい改正案は直ちに実行に移され，翌年に

は前年の評価を行うという地道な努力が繰り返

され，その結果，さらに充実したプログラムが

出来上がっていった。実際には学科内部ではか

なりの抵抗や反発，論争があったらしいが，概

ね，学生たちはこの変化をむしろ歓迎し，進ん

で新プログラムを採択した。改正された図書館

情報学プログラムは以下の通りであった13）。

〈コァ・コース（単位数）一年目〉

　＊図書館と社会（3）

　＊目録（4）

　＊分類（4）

　＊情報サービス（3）

　＊情報源1，r［（6）

　＊研究法1（4）

　＊実習（2週間）（2）

　　合計単位数一26単位はコア・コースから，

　4単位は選択から

〈2年目一コア・コース〉

　＊索引作成（3）

　＊図書館の仕組みとサービス（3）

　＊研究法H（4）

　＊実習（1週間）（1）

　＊BA．プロジェクトまたは卒業論文（6）

　　合計単位数一17単位はコア・コースから，

　13単位は選択から

〈選択コース〉

　図書館でのコンピュータ（3）；オンライン・

サーチング（3）；インターネット（2）；デー

タベース構築と開発（3）；目録ll（3）；本の

歴史（3）；人文科学資料のレファレンス・ワー

ク（3）；科学資料のレファレンス・ワーク

（3）；図書館史（3）；図書館経営（3）；児童

文学（3）；情報サービスのマーケティング

（5）；障害者のための図書館サービス（3）；

記録物管理（5）；保存（2）；公共図書館（2）；

学校図書館（2）；専門図書館（2）；国立図書

館（2）；大学図書館（2）；医学図書館（2）；

アート図書館（2）；経済界への情報サービス
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（2）；外国の図書館事情（3）；図書館情報学

リサーチ研究（3）；図書館非関連研究（3）；

アイスランド図書館研究（3，外国学生のため

のコース）；図書館情報学リサーチと関連分野

進学のための修士セミナー・コース（5）。

　B．A．学位を得るためには，全学生はB．

A．論文を書くか，なんらかのプロジェクトに

参加しなければならない。論文およびプロジェ

クトのテーマはオリジナルなものに限られる。

この論文の評価は専攻した分野で自分が提示し

た新しい考えがいかにアイスランドの環境に生

かされ，国の要求に適応できるかに焦点が当て

られる。この国では，大学卒業というだけで，

卒業した分野に対してかなりの能力を持ってい

ることを実証し，社会の期待に応えていかなけ

ればならない。

〈社会科学部共通コース〉

　研究法のコースは社会科学部全学生の必修科

目。このコースでは定質法，定量法が教授され

る。図書館学科の学生は基本的な研究法Hの代

わりにこれを受講することもできる。1年目は

2，3年目に比べて基本的なコースが多く，専

門コースは2年目以降。1年目で学生が選択で

きる必修科目はインターネット。これは大学図

書館で利用できる資料だけでなく国内外の多く

の情報源にアクセス出来る方法を学生に教えて

おくことがその後の学習に役立つと考えている

からである。図書館学専攻の学生は他分野の知

識をある程度持っていることが期待されている。

そのためできるだけ他分野の選択科目を受講す

るように指導される。図書館学だけで3年間を

過ごす予定の学生に対しても同じようなアドバ

イスが行われる。他分野からの20単位は図書館

学科の単位として認められる。このように各学

科の講義が他の学科でも受講でき，単位として

認められる制度は社会科学部全体の教育システ

ムの方針となっている。これは長所でもあり，

短所でもある。良い点は学生が図書館教育の助

けとなる豊富な知識を得ることができること，

他学部，他学科の学生と交流する機会が増える

こと。それは大学全体の組織の理解にも繋がる。

問題点は実習を行う時間が正規の学業時間内に

なかなか見付けられないことである。そのため，

実習費用がかなりかさむ。

　このような問題点もあるが，図書館学の講義

は理論と実践のバランスを旨く保っている。こ

うした努力のおかげで大学内にあって図書館学

は“full　academic　subject”であるとして高

い評価を得ている13｝。

　実習は3週間，3つの図書館で行われる。学

生はこの実習の期間中に図書館の実際の仕事や

運営についての詳しい知識と技法を習得する。

これが将来の就職先になることが多い。現在，

もっと実習時間を増やして欲しいという要望が

多い。特に図書館の機械化を学んだ学生から実

習期間中，現場の図書館員が学ぶ機会が得られ

るというのがその理由である。　卒業生はあら

ゆるタイプの図書館および情報センターで採用

される。情報サービスなどのような新しいコー

スの卒業生はビジネス界へ進出している。中で

も記録物管理のスペシャリスト・コースはいつ

も人気が高い。その要請を受けてコースはイン

ターネット，オンライン・サーチングのコース

を新しい仕事にも適用できるようにレベル・アッ

プしている17）。これは図書館中に溢れるほどあ

る端末の前にいる学生の多さからも窺える。

〈特別講座＞11）

　図書館学科が特別利益団体に提供している講

座は3っ。（a）学校図書館員のための講座（司

書教員），（b）記録物管理専門家養成講座，（c）

外国人のための英語による講座。これらはすべ

て1年で終了。

（a）学校図書館員講座（1979年設置）

　学校図書館員として働きたい教員のための専

門員訓練コース。はじめは正規の学科内の講義

であったものをこのグループの要請に合うよう

に再編成したもの。このコースを受講する者は

以下の科目を30単位以上取らなければならない。

　図書館と社会（3単位）；情報サービス（3）；

情報源（3）；学校図書館の運営（5）；児童文
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学（3）；実習（学校図書館で3週間，2）。20

単位は必修，10単位は選択科目で修得。ここで

は目録・分類の科目が除かれている。これに教

員資格取得に必要な科目が加わると取得する科

目が多すぎるという配慮がなされているためで

ある。この他にもいろいろな工夫が行われてい

る。

　この大学が提供する学校図書館員のための講

座はthe　Icelandic　Union　of　Teachersからの

援助をほとんど期待できない。The　Teachers

Training　Collegeで教えられる学校図書館員

の講座はこれとはまったく違っており，デンマー

ク方式。そのため大学でわざわざこの特別講座

を設けることに対する反論はあるが，それでも

必要だとHannesd6ttir教授は言う。その理由

の一っは財政的問題。もう一っは学生の要求を

柔軟に吸収できる講座が大学にあれば広く多様

なコースを受講者が選べるからである。これは

教員にとっても有利である。図書館課程終了後

一年で両方の資格が取れるからである。教員免

許の他に司書教員の資格が取れる。主な問題点

は教員としての実習現場を経験していない点で

ある。その代わり司書教員資格を持ったいる者

は広い情報の世界を持ち，情報という視点から

世界を見ることができる。今のところ，この2

つの機関の歩み寄りは実現していない。

（b）記録物管理専門家養成講座（1988年設立）

　この科目はアーカイブからビジネス・レコー

ドを含む多様な記録物の管理を教える講座で主

に現場からの実務者が担当する。もともとは本

以外の資料についての情報を求める多くの専門

図書館員からの強い要望から開設された。アー

カイバル・スタディーは哲学学部の歴史学科の

中で単発的に教えられていた。そのため数世紀

前の手書き原稿を読むこと，解釈することに重

点が置かれていた。現在ではこれを他のコース

と組み合わせて，専門図書館員の特別コースと

して独立させている。この資格認定には30単位

が必要である。

　記録物管理（5単位）；目録（4）；分類（4）；

索引（3）；情報サービス（3）；図書館経営

（3）；保存（3）；目録ll（3）；非関連科目

（3）；実習（3）公文書か専門・研究図書館で

3週間。

　このコースの受講生は必修科目で26単位が必

要。

（C）英語による図書館情報学研究’8）

　これは外国人のために英語で講義が行われる

特別講座である。この講座の受講生はアイスラ

ンド語を知らなくても受講できる。このコース

の目的は，国際的なデータベースにアクセスで

きるように指導すること，大学校内の設備を十

分使いこなせるようにすること。教員はすべて

英語が堪能で誰でも担当できる。自国の学生も

受講できる。

〈秋学期（Autumn　Semester）〉

　図書館情報学のためのインターネット（3）

指導：Dr．　Anne　Clyde；図書館情報学リサー

チ（3）；アイスランドの図書館（3）；非関連

科目スタディー・プロジェクト（春学期も開講）；

アイスランド図書館での実習（3）；選択・読

書コース（3）

〈春学期（Spring　Semester）〉

　情報源ll（3）；コンピュータと図書館（3）；

図書館経営（3）；アイスランドの図書館（3）；

非関連スタディー・プロジェクト（3）；選択・

読書コース（3）。

　2001年度では秋学期に「図書館情報学のため

のインターネット」，「リサーチのためのインター

ネット」，春学期には「コンピュータと図書館」，

「情報源H」，「アイスランドの図書館」を開講。

指導は学科の教員が持ち回りで担当。

　このようにアイスランド大学の図書館情報学

科は多彩な特別講座を学生に提供し，いろいろ

な方法を組み合わせることによって極めて高い

柔軟性を保っている。このような広い多様なコー

スを維持することによって，学科独自の特異性

を打ち出し，学生一人一人の満足度を高める工

夫が随所に見られる。当然，教える教師の数に

限界があるが，外部から豊富な人材を求め，常
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設させる工夫を懸命に模索している姿は賞賛に

値する。例えば，記録物管理専門員養成講座が

特定の年にしか開講できない時などは，現場の

専門図書館員にその旨を通告して講師を現場か

ら派遣してもらうのだと主任教授が話してくれ

た8）。

＜生涯教育＞H）

　アイスランド大学ではすべての学部が独自の

the　Institute　for　Continuing　Eucationを持っ

ている。これと各専門機関と団体が協力し合っ

て公開講座を開いている。

　専門図書館員のためのコースが現在5～6っ

毎年開講される。新しい講座を開講するときは

客員研究員によって行われることが多いが，い

ないときは通常のコースの担当者がその講師を

勤める。この様に図書館学講座は常に新しい風

を取り入れ，現場の人々が孤立しないように，

新しい技術から取り残されないように緊密な関

係を保っように努力している。今最も人気のあ

るコースはインターネットコースで様々の分野

の学者から学生まで，子供から年寄りまでが楽

しそうに学んでいる。教えるのは学科のスタッ

フや学生。これは他学部にも開講されている。

8．図書館学情報学講座と国際化の波

　アイスランド大学図書館情報学科は常に外国

からの情報を柔軟に取り入れ良い関係を保って

きたと，Hannesd6ttir教授は強調する13）。特に

生涯教育分野での北欧諸国との相互協力関係は

目覚ましい8）。現在，NORDPLUSプログ

ラムの下で他のスカンディナビア国の図書館教

育に参加することも多い。この機会は学生たち

が新しい世界を知る助けとなり，その学生の見

聞が新しい発想を生み出すと，その大きな可能

性に図書館学教育の明日を見ている13）。またE

U加盟に伴って交換学生の枠がさらに広がった。

アイスランド大学は現在，早稲田大学と学術協

定を結んでいる。この様な他国との国際交流が

アイスランドにとってどのくらい有益か測りし

れないとHauksd6ttir教授はいう6）。バルト海

諸国はアイスランド大学に図書館学を学ぶ学生

を送ってきているm。主な選択理由は英語で教

えるコースがあるからである。2001年現在，外

国留学生が10人在籍している。英語で講義され

る一年間の講座はアイスランド大学の外国留学

生にとってますます魅力的な教育システムになっ

ているIT）。

　アイスランドの図書館教育システムは他の北

欧諸国のそれとは異なる。フィンランドはまた

独自の方式を持っている18）。それは図書館学教

育がアイスランド大学の開校以来ずっと大学の

学部の中で教えられてきた点である㌢スウェー

デン19），ノルウェー　CO），デンマーク21）の図書館学

は専門学校で教えられていてこれらは総合大学

ではない。大学で図書館情報学を学部から大学

院まで一貫して行っているのは北欧ではフィン

ランドだけであるE9）。アイスランド大学が図書

館情報学科を大学の学部に置く主な理由は歴史

的観点と論理的観点の両方から妥当と考えられ

たからである。まず歴史的理由として，図書館

教育がアイスランド大学で始まったとき，大学

図書館員がこのコースを教えることが適切と考

えられた。すでにこのような教育システムが出

来上がっているのにわざわざ図書館学校を作る

ことは不経済という考えである。それに図書館

学は他の学部の学生に取っても情報を得る上で

基礎的な知識を教える適切な分野であると見な

された。この事実に支えられて図書館学は専門

家を養成する場というより，広い一般的知識を

教育する学問領域という独立した学科として成

立した16）。こうして，図書館情報学科は社会科

学部の中の一っの学科として，一っの専門分野

として認めるべきであるという考えが定着した。

論理的な理由としては図書館学成立の歴史的文

脈に鑑みて図書館情報学講座を大学の確立され

た組織の中に置くほうが経済的にも，構造的に

も適切と判断されたからであるt3）。

　大学のB．A．学位を持った卒業生，または

それに相当する学力を有すると認定された者は
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学位を取るために外国に進学することが論理的

と考えられた。主に米国，英国などの国で学位

を取得し戻ってきた16）。デンマークに留学して

もアイスランドでの学位以上は取れない。デン

マークの図書館学校には修士を授与できる制度

がない。スウェーデンではボロース図書館学校

を卒業した学生で修士号を取りたい学生はイェ

テボリー大学の大学院に進学することができる。

ノルウェーの場合はトロムソ大学が文献学部を

1997年に作りここで修士号を授与する予定であ

る2°）。アイスランド大学の図書館情報学科では

大学で一貫して図書館情報学の学部，大学院を

持っ国の大学院に留学するように指導する。そ

の準備のための特別講座も設置されている11）。

　なぜアイスランドの図書館教育が，近隣のス

カンディナビア諸国よりも英語圏の国々から強

い影響を受けたのか，その疑問にHannesd6ttir

教授は3つの理由を上げている13）。（1）一番初

めに米国から修士号を持った大学院出の図書館

員が来たこと。英国から来たのは極僅かで，学

士の資格しか持っていなかった。（2）スカラシッ

プの制度を利用して米国に留学した学生が多かっ

たこと。（3）大学が1970年代，図書館学科の将

来計画を立てたとき米国と英国から専門家を招

いてアドバイスを受けたこと。

　アイスランド大学は必修科目と選択科目の混

成から成り立っコースをもとに教育システムモ

デルが作られている11）。これに秋と春の学期

（semesters）がある。学生は自分の興味・関心

に従って自分の教育計画を立てるが，相当の柔

軟さが与えられる。大学の学部内外は単位互換

制度があり，外国語のリーディングやスタディ

ングも単位として加算される。また，外国への

留学を大学を上げて奨励する。これは大学院の

教育を提供している大学への留学をし易くする

ためである。学生は外国の留学が就職の際，有

利と考えているが現実はそうとは限らない。国

内には適切な修士課程がないために修士号を取

りたい学生は外国に出るしかない。記録物管理

スペシャリストになりたい者には国外の留学は

魅力的であるが，図書館学科の学生のほとんど

が女性であるため長期留学は難しい。より高い

学位を取るには相当の時間が掛かるし，費用も

かかる1％しかしこの国の女性はそれを跳ね除

けて世界を目指す。アイスランドは世界で初の

女性の大統領を選出した国である。フィンガボ

ドッテル大統領は女性の社会参加のシンボルと

して，世界の世論を賑わした。なぜこれが実現

できたのかの問いに，Hauksd6ttir教授は「そ

のためには父親にもっと娘と話す時間を持たせ

なさい。そして娘をどんなに愛し，どんなに期

待しているかを娘に伝えなさい。それが女性の

自立と社会参加を促進する大きな鍵となるでしょ

う」と話してくれた6）。それを実践するかのよ

うに彼女の娘は今，一橋大学でPh．　Dの論文に

取り組んでいる。その後彼女は米国を目指すと

熱いまなざしで答えた。大学はこの女性たちの

熱い期待に応えようとあらゆる努力を模索して

いる。その一つが〈図書館情報学における修士

レベルの研究〉という講座である。社会科学部

は修士レベルの講座をいくっか設置し，研究

（research）に重きを置くように努力している。

図書館情報学科のスタッフはその計画段階から

深く関わってきた。当時はいろいろな事情から

図書館学卒業生が修士課程に進むことはほとん

どなかった。この分野の研究者も少なく，現場

の図書館員はリサーチに関心がなかった。外国

人が研究のため訪島しても，まず難解なアイス

ランド語から学ばなければならない。研究書を

はじめ，歴史的記録文献はすべてアイスランド

語で書かれているからである。そのたあ外国人

による研究例は全くない8）。これはアイスラン

ドが抱える最大の問題であると関係者は口を揃

えていう6）・　8）・　as）。

9．人口が少ない故に生じる難問

　今回の逗留中，常に頭にあって離れなかった

疑問「アイスランドのような小さい国がどうし

てこれだけの大学図書館を持ち，大学教育の中

でしっかりと図書館情報学を定着し得たのか」。
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その答えの多くは既に述べたように工夫と努力

の賜物という他ない。ここではそれ以外の問題

にっいて考えてみたい。その一っは，他国の教

育システムに負けない講義内容を模索し，その

質を保っという途方もなく遠大な挑戦にどう立

ち向かってきたのか。もう一っはこの国で図書

館学教育を受けた図書館員がこの国の図書館や

情報産業関連企業での仕事にどう対処できてい

るのか。大学図書館での研究者，医学図書館で

の医者，漁業関連企業での研究員，工業会社で

はエンジニアといった現場で働く専門家の要求

にどのように応えるているのか7）・　13）。

　大きな国ならば図書館以外にもそれぞれの利

用者の多彩な要求にサービスできる機関が複数

あり，さらにその専門家向けの図書館があるだ

ろうが，アイスランドには国立大学が一校しか

ない。ここがすべての専門家を育成し，専門家

として社会に出す。また，大きな国なら教授陣

も多く，もっと学生の多彩な要求に合った詳細

な専門科目が多く用意され，質の維持にも競争

原理が導入され，より良いものが生き残ってい

くだろう。これがアイスランドにはない。アイ

スランドではわずかな科目の中で図書館情報学

のあらゆる局面をわずかなスタッフで教えなけ

ればならない。さらに国際化の急激な到来に対

処するために新しい情報機器材の使い方，新し

い情報管理も教えなくてはならない1㌔

　これらアイスランド大学の図書館学科が抱え

る問題の解決策をHannesd6ttir教授は3っ挙

げている’3）。（1）情報サービスを行う上で，社

会で有効な役割を果たす図書館であり続ける上

で，学生が必要な基本的な知識と技術（skill）

を習得できるように，健全な基礎コース（sound

basic　courses）を提供できるように努める。

（2）広範囲の多彩なコースを常に提供できるよ

うに努め，学生が他分野のコースも自由に選択

できるように主・副専攻制度を導入し，一人一

人の要求や希望を適えられるように他学部，他

学科とも協力し合って，コースを組み合わせる

ように工夫している。これによって学生は他学

部，他学科，他大学の提供するコースを有効に

使うことができ，単位互換制度のメリットを利用

し，柔軟性の高い選択ができるように開拓されて

いる。その結果，図書館情報学科内で外国語，

研究法，方法理念（methodology　philosophy）

などを提供しなくても，その専門家のいる他学

部，他学科のコースで専門知識を得ることがで

きる。（3）外国からの専門家を優遇するように

最大の努力を払っている。例えば学術協定校か

らの教員，フルブライトプロフェッサー，その

他のエキスパートによる休暇を利用した短期授

業の設定などである。これは言うまでもなく，

学生が将来就くであろう専門職の助けになる。

　以上のような努力の結果，アイスランド大学

の図書館情報学科の講座はこの大学のどの学部

の講座よりも国際的といえる。それは他の北欧

諸国が行っている図書館教育のどれよりもはる

かに国際的であった。今回アイスランド大学の

国際交流センターを訪れたが，世界中の大学資

料が揃っていた。国際交流センターには専任ス

タッフが5人もいて，全員が数か国語を話すと
　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

スタッフの一人，Oskar　Eggert　Oskarssonは

流暢な英語で説明してくれたm）。その後，訪れ

た大学図書館，国立図書館でも案内してくれた

図書館員は分かりやすい英語でガイドしてくれ

た。また，資料提供にも快く応じてくれ，図書

館員の誇りを感じた。こうしたHannesd6ttir

教授が指摘する解決策はいずれもアイスランド

大学だけでは補充できない知識を国外から積極

的に求め，外国からの研究者を優遇するという

昔からの伝統があってはじめてできる政策であ

ろうと強く感じた。

　もう一っの質の管理（quality　manegement）

の問題にはどのように対処しているのだろう。

提供される講座数が少ないだけでなく，提供で

きる専門研究機関がこの国でたった一校しかな

いとすれば，質の問題はそれだけで大問題にな

りうる。このような状況の下では，機関間の競

争も評価基盤を提供できる専門家評価機会もな

いし，ポジション争いも，責任を共有しあう仲
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間もいない。何かが生じた時，それをモニター

する公式の方法が皆無ということは質の維持に

とって致命的なことだ，とアイスランド大学副

学長，Guomunδur教授は指摘するn）。彼によ

れば，図書館情報学科に限らず，質の問題は常

にアイスランド大学の首位の論争点であるとい

う。例えば理工学部では特にこの問題が深刻で

常に教える講座の評価には大学を挙げて取り組

むという。そのために国外から専門家を呼び入れ

る。このたあにかかる費用の一部はthe　Iceland

Association　of　Engineerが負担する。

　しかし，図書館情報学のような小学科が講義

の質を評価し，維持していくにはどんな基準が

使えるだろうか。現在次の2っの方法が最も良

く使われているとHannesd6ttir教授はいう13）。

（1）卒業生の市場適応度（marketability），（2）

外国に留学した時その国でどの程度うまく学生

がやっていけるか。（1）に対しては，これまで，

卒業生が国内の図書館や情報センターで職を得

ることは簡単であった。学生の多くは在学中に

既に図書館や専門情報センターで仕事をしてい

た。（2）にっいても国外の学生からいまのとこ

ろ外国の大学でも学業で困ったことがないとい

う報告を得ている16）。

　1994年，教育省がアイスランド国内の高等教

育の質の評価にEuropean　Pilot　Projectへの

参加を要請してきだ3）。このプロジェクトの目

的はEUとEFTAに加盟しているすべての国

からの46機関とその講座を対象に，高等教育の

質の評価のガイドラインを作り，質の維持に努

めることである。まず50頁前後の自己評価票の

書き込みという自校評価を行い，次に審査グルー

プ（peer　group）を各国内から選出し，提出

された評価レポートを審査し，対象機関の講座

の調査のために大学や機関を訪問し，スタッフ

や学生とインタビューを行う。最後に国選委員

が集まった情報と意見を纏め，包括的な報告書

を準備し，参加国すべてにその報告書と現在行

われている講義から得た経験を添えて配信する。

その結果，アイスランド大学の図書館学科はあ

らゆる角度からの評価に対しても最新の講義を

提供していると評価された13）。最初の自己評価

報告書は1995年3月に作成された。これは提供

しているすべての講座の全局面（スタッフ，学

生，経営，ファンド，設備など）を対象にした

詳しい評価結果であった。ヨーロッパの様々な

大国の図書館学校の講座の評価基準を小国のア

イスランドが進んで受け入れ，評価に臨んだこ

とにこの国の学問に対する自信と誇りが感じら

れて興味深い。どの大国と比しても決して劣ら

ないという自信が今のアイスランド大学の図書

館情報学教育の根幹にあることを強く感じた。

10．今後の課題と将来の図書館教育

　まず最大の課題は大学院を大学内部に設置す

ることだろう。このためにまず学部レベルの図

書館情報学科の講座を再編成すること。将来，

それを望む学生も増え，より専門的な分野とし

て発展していくためにはぜひこの教育システム

制度の見直しが急務である。しかし，現実はこ

の国も日本と同様，学生数の確保が難しくなっ

ている。今いる25～30人の学生はここ数年内で

半数に落ち込むだろうと予想されているza）。今

後は図書館情報学を主専攻に学位を取ろうとす

る学生の確保も難しくなるだろう。これは国全

体の図書館員も減ることを意味する。将来的に

は外国の大学と提携して修士課程を提供できる

ようにしたいとHannesd6　ttir教授はいう16）。

今のスタッフ人数では修士課程の学生に十分な

教育はできない。もしアイスランド大学の図書

館情報学科に大学院ができれば学生は自国の図

書館の現場で研究を行うことができるし，国外

で学位を取るために留学することもなくなる。

　以上，小国アイスランドの図書館教育にっい

て大まかに言及した。それは多くのスタッフを

抱え，充実した設備を供えた大国の図書館学の

講座と，評価と管理を機関内で共有し合える国

の講座と比較しようにもできない条件が余りに

も多かった。もし敢えてそれを行おうとすれば

新たな評価基準を設けなければならないだろう。
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それはその国の歴史や伝統から切り離されたも

のであってはならない。アイスランドはこの難

問を豊富な経験と知恵から克服していた。それ

　　　　　　　　　　tは見事という他ない。Ulfar　Bragason国際交

流センター長は，「外国との交流関係を強化し，

外国の専門家との関係を大切にしようとする気

がアカデミック・スタッフにあればたやすいこ

とだ」という8）。そのとおりかもしれない。確

かに国際的な影響力が様々な形でアイスランド

の図書館教育の専門性を形成していた。外国の

友人たちの交流がこの大学での図書館教育を支

え，教育全体の向上に重要な役割を果たしてき

たと彼らは外国から来たわれわれを労ってくれ

た。

　図書館教育の見直しは今も継続的に行われて

いる。図書館情報学分野は生きているから，コン

スタントの見直しが大切であるとHannesd6ttir

教授はいう24）。図書館学が社会の発展に寄与し

たいと思うなら，図書館学の講座は国の大小を

問わず，それらを守ることよりも発展をリード

するものでなくてはならない。単なるリメイン

ではなく，プロアクション（proaction）でなけ

ればならない。将来の明確な構想を持って初め

て世界中の専門家と有意義な交流を持て，意見

の交換が可能になる25）。それが小国アイスラン

ドの図書館情報学教育を成功に導いた最高の秘

訣かもしれない。

　この論文の骨子はアイスランド大学訪問中時

間を割いて会って下さった，図書館学科，国際

交流センターのスタッフ，図書館員たちのイン

タビューを基に作成したものである。
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